
様式（第５条関係） 

会 議 録 

会 議 の 名 称 平成３０年度第２回行田市郷土博物館協議会 

開 催 日 時 
平成３１年２月５日（火） 

開会：午前１０時００分 ・ 閉会：午前１１時２０分 

開 催 場 所 郷土博物館２階 会議室 

出席者（委員） 

氏 名 

秋元伸浩 篠田豊和 鈴木征子 若松良一 

大山能則 板垣時夫 堀秀雄 
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重田正夫 大澤惠子 柿谷明美 

事 務 局 

館長  吉田明夫  副館長  鈴木紀三雄 

主査  浅見貴子 

主事  澤村怜薫  岡本夏実 

会 議 内 容 

平成３０年度下半期事業報告 

平成３１年度上半期事業計画 

その他 

会 議 資 料 

平成３０年度第２回行田市郷土博物館協議会次第   

平成３０年度第２回行田市郷土博物館協議会資料 

 

そ の 他 必 要 

事 項 
傍聴人なし 
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鈴 木 会 長 

 

 

若松副会長 

 

事 務 局 

（ 澤 村 ） 

＊ 市民憲章唱和 

＊ 館長あいさつ 

＊ 会長あいさつ 

 

議  事 

それではこれより議事に入る。進行は会長にお願いする。 

 

 

議事に入る前に、本日の協議会については公開をお願いしている。

公開について異存はないか。 

 

公開としてよい。 

（傍聴人なし） 

 

また本日の議事については議事録を作成する予定である。議事録

の最後に確認の署名を２名の方から頂戴したい。この場でどなた

かにお願いしたいが、事務局より提案はあるか。 

 

それでは、板垣委員、大山委員にお願いしたい。 

 

 

それでは、そのようにお願いする。 

では、次第に従って議事に入る。始めに（１）の平成３０年度下

半期事業報告について事務局より説明をお願いする。 

 

（事務局より、管理部門 資料を説明） 

（事務局より、学芸部門 資料を説明） 

 

ただいま事務局より説明があったが、どなたかご意見ご質問等が

あったらお願いする。 

 

購入資料の概要についてお聞きしたい。 

 

１点目の「武州忍矢場兵学者中島家関係図面」は、忍藩主阿部家

に仕えていた兵学者に関する資料である。２点目の「品川大筒御
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事 務 局 

（ 浅 見 ） 

 

鈴 木 会 長 

 

 

堀 委 員 

 

 

 

 

事 務 局 

（ 浅 見 ） 

 

 

 

板 垣 委 員 

 

事 務 局 

（ 浅 見 ） 

 

 

台場出来之図」は幕末に刊行されたいわゆる浮世絵で、忍藩に関

わる非常に有名な資料であるが当館にこれまで所蔵がなかったた

め、今回購入に至った。 

 

持田村小宮家文書の収蔵経緯についてお聞きしたい。 

 

お宅を取り壊される際に所蔵者の方から当館にご連絡をいただ

き、資料を活用できないかというご相談を受け、当館で収蔵する

こととなった。会議資料には文書のみ記載されているが、民俗資

料等も多くご寄贈いただいた。 

 

次に（２）の平成３１年度上半期事業計画について事務局よりお

願いする。 

 

（事務局より、管理部門 資料を説明） 

（事務局より、学芸部門 資料を説明） 

 

事務局より説明があったが、どなたかご質問ご意見があったらお

願いする。 

 

野の聖天様の彫刻が博物館に所蔵されていると記憶しているが、

次回のテーマ展は市の文化財をテーマにした展示ということで、

是非活用していただきたい。また、無形文化財の指定を受けてい

る獅子舞についても、同様である。 

 

聖天様の彫刻、獅子舞ともにテーマ展の中でご紹介することを検

討している。獅子舞については無形文化財であり実物資料の展示

は難しい面もあるが、実演映像を放映する等の工夫をして対応し

たい。 

 

常設展示室の資料入れ替えついて、具体的な内容をお聞きしたい。 

 

「古代の行田」は、現在展示室の中央部に展示されている須恵器

を文化財保護課で修復・実測する予定があるため、資料の展示替

えを予定している。資料は半分ずつの入れ替えになる予定である。 
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（ 鈴 木 ） 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

（ 澤 村 ） 

 

 

 

 

若松副会長 

 

事 務 局 

（ 澤 村 ） 

 

 

 

 

若松副会長 

 

 

大 山 委 員 
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（ 浅 見 ） 

 

 

 

 

 

 

大 山 委 員 

「足袋と行田」は、「行田の足袋製造用具及び製品」報告書の作成

と資料整備の過程で得られた新たな知見を展示に反映する予定で

ある。具体的には、足袋産業に関する歴史資料の展示を増やし、

現在展示されている民俗資料は新規収蔵資料と適宜入れ替えを行

う予定である。 

「中世の行田」は、考古遺物の入れ替えおよび複製文書の入れ替

えを予定している。 

 

「近世の行田」は、来年度の収蔵品展に際しては甲冑・刀剣の展

示替えを行い、テーマ展に際しては当館所蔵の指定文化財「関ヶ

原合戦図屏風」の展示を予定している。また、武士階級に限らず

人びとの暮らしがうかがえるような歴史資料など、「足袋と行田」

に関連するような資料の展示も検討中である。 

 

企画展「武家の姫君たち」の内容についてお聞きしたい。 

 

一般的に武家女性の資料は少ないと言われるが、特に行田の場合、

地元に残っている武家女性の資料が非常に少ない。ルーツとなる

地域や姫君の夫に関する資料、菩提寺のある地域の資料等を紹介

することを検討している。また、忍の大名家から他家に嫁いだ女

性たちについても現在調査中である。 

 

非常に興味深い内容であり、広報の工夫などで是非多くの方にご

覧いただきたい。 

 

子どもパワーアップ事業の具体的な内容をお聞きしたい。 

 

子どもパワーアップ事業は小中学校を対象にした博学連携事業

で、県主導で実施されている事業である。子どもたちが学んだこ

とを発信するという実体験を主眼に置いており、今年度は中央小

学校で実践された。来年度は忍中学校がモデル校として事業を行

う予定となっており、学んだことを市外でＰＲするためのパンフ

レット作りや、中学生目線で市に提言を行うこと等が計画されて

いる。博物館としては、基礎資料の提供などを行う。 

 

事業の実施校に偏りはないか。また、博物館を見学できる学校も
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現状では限られており、その対応についてはいかがか。 

 

本事業は全県で実施されており、現在モデル校として事業を実施

している学校は、他の学校で今後博学連携事業を行う際のモデル

ケースを提示することが目的となっている。博物館見学に来るこ

とが困難な学校については、出前授業等での対応を検討している。

博学連携検討委員会でも関心の高い話題であり、先生方への情報

提供方法を改善するなど工夫を重ねていきたい。 

 

他に何かあるか。ないようであれば（２）平成３０年度下半期事

業計画についてはこれで終了する。 

次に（３）その他について事務局よりお願いする。 

 

事務局からは特に報告事項はない。 

 

 

それでは、以上で議事は終了する。皆さんのご協力で議事がスム

ーズに進行したことに感謝を申し上げたい。では議長をおろさせ

ていただく。 

 

本日は長時間にわたりご審議いただき感謝する。それでは閉会の

ご挨拶を副会長よりお願いしたい。 

 

＊ 若松副会長あいさつ 

 

 

＊ 博学連携展示 見学 

 


